あとがき


　　　　　あ と が き
　今回の小冊子は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うちゅう),宇宙)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しんり),神理)、人間の心とはいったい、どのようなものであるかということ

を、ごくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がいねんてき),概念的)に書いたものです。したがいまして、この小冊子をもって、心の存在がわかり、

人間とは、肉体だけではなく、精神（生命）の乗り舟としてEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(げんしょうかい),、現象界を)渡ってゆくものであるこ

とを知っていただくだけで、本書の目的はなかば達せられたと考えるものです。同時に、本書を

読まれて、非常に数多くのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぎもん),疑問)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いだ),抱)かれた方もおありかと思います。私のいう生命と物質EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ar(\s\up 8(はっしょう),、八正)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(どう),道)の解説、人間のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せいしん),精神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こうぞう),構造)にしても、学問的にはいろいろと問題があろうかと思います。けれど

も、人間そのものEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(たんきゅう),を探究し)ていきますと、物質科学ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とうてい),到底)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わ),割)り切れない面が多々あるのであり

ます。

　原子の世界、一つをのぞいてみても、核、ニュー・プロトンとプロトンと陰外電子の間の空間

について、これを物質とみることができましょうか。電波エネルギーにしてもそうです。もし

も、こうしたものまで、それも物質であり、物質の作用だといわれる方がおありならば、是非と

も、その御意見をおうかがいしたい。

　一方、釈迦のいう八正道については、仏教学的に、その見方、考え方がいろいろあろうかと思

います。しかし、一枚の紙にも表と裏があるように現象界（この世）がある以上、実在界（あの

世）もあるのであります。人間が、心の存在を知りますと、この両方の世界を見通すことができ

ます。私は、こうした体験を通じて、八正道というものをあらためて見直したのであります。

　精神科学は現在、アメリカ、イギリス、ソ連などでいろいろなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かくど),角度)から研究が進められていま

す。けれども、こうした精神科学についても、心のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かいめい),解明)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とうたつ),到達)しないかぎり、人間の存在、人間

と宇宙の関係を知ることはできません。この意味におきまして、本書によって幾多の疑問をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いだ),抱)か

れ、学問的にも、また自分自身を、あらためてふりかえっていただくならば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼうがい),望外)の幸せであり

ます。

　なお本書作製にあたって堀田和成氏の絶大なる協力を心から感謝致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 編　　 者
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